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みんなで見よう！ 「7 月 26 日の国際宇宙ステーション通過」 

７月２６日（火）の夜に、国際宇宙ステーション（Ｉ

ＳＳ）が、東京の近くを通過（つうか）します。望遠

鏡（ぼうえんきょう）や双眼鏡（そうがんきょう）が

なくても、眼で見えますので、晴れていたら、ぜひみ

んなで見てみましょう。

 
７月 26 日（火）、東京では 20 時 35 分～40 分ごろ

見えます。この日は、沖縄（おきなわ）から北海道ま

で、日本全国でよく見えます。ＩＳＳが上空を通過す

る時は、金星よりも明るくかがやく光の点が、かなり

速く移動（いどう）してゆきます。 
今、ＩＳＳには、日本

人宇宙飛行士・大西卓哉

さんが乗っています。そ

の光の点の中に、大西さ

んが乗っていると思う

と、ふしぎな気持ちにな

ると思います。きっと大

西さんも、夜の日本列島

を宇宙から見られるの

を、楽しみにしているこ

とでしょう。 
この日のＩＳＳが、東京上空を通過する時に、見て

いる人と一番近づく距離（きょり）は、451ｋｍです。

何と、東京と大阪の距離よりも遠いのです。そんなに

遠くの人工物体を、目だけで見られるなんて、すてき

ですね。スマホやデジカメでもきれいに写りますよ。 

 

 この日のＩＳＳは、東京では 20 時 36 分ごろ、西南

西の低い空に見え始めます。最初はゆっくりで暗いで

すが、頭上に来ると、急に明るく速くなります。その

後、５分ぐらいで北東の空に去ってしまいます。ＩＳ

Ｓは沖縄から北海道まで、わずか５分で移動します。 

 
 地球の直径は約 13000km、ＩＳＳの高さは約

400km しかありません。実はＩＳＳは、地球のすぐそ

ばを回っているのです。しかしそれは猛スピードで、

地球をたった 90 分で一周してしまいます。（実際は、

上の図のように北極や南極の上空は通りません。） 
ＩＳＳのことはＪＡＸＡのホームページで調べて

みましょう。大西宇宙飛行士の活躍ものっています。

ＩＳＳが日本からいつ見えるかもわかりますよ。 

http://iss.jaxa.jp/ 


